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昭和を駆け抜けた特急列車



　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
害

を
受
け
た
肱
川
中
学
校
で
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、

た
く
さ
ん
の
人
の
お
か
げ
で
、

９
月
に
体
育
大
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
体
育
大

会
の
後
に
は
、
見
に
来
て
い
た

だ
い
た
人
か
ら「
元
気
が
出
た
」

「
勇
気
を
も
ら
っ
た
」
な
ど
温

か
い
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

肱
川
中
学
校
の
校
舎
は
、
今

年
度
を
最
後
に
建
て
替
え
ら
れ

ま
す
。
10
月
に
行
わ
れ
た
「
校

舎
お
別
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

は
、
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

出
が
詰
ま
っ
た
場
所
ご
と
に
分

か
れ
て
、
思
い
出
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
発
表
し
ま
し
た
。
企
画
か

ら
生
徒
全
員
で
つ
く
り
上
げ
た

も
の
だ
っ
た
の
で
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
う
こ
と

で
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
高
校
入
試
が
始
ま

る
の
で
、
将
来
の
夢
で
あ
る
医

療
関
係
の
仕
事
に
就
け
る
よ
う

に
、
ま
ず
は
志
望
す
る
高
校
へ

の
合
格
を
目
標
に
、
勉
学
に
励

み
た
い
で
す
。

たくさんの思い出を胸に
肱川中学校 3 年
　冨　永　祥

よし

　貴
き

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲
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税　　　別 2月 3月 4月 5月

市 県 民 税 5期

固 定 資 産 税 1期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 ８期 9期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」をご利用ください。

2 月の納税など　納期限は 2 月28日㈭です。

人の動き（先月比）

人　口　43,400人　（－ 38 ）
　男　　20,712人　（－ 15 ）
　女　　22,688人　（－ 23 ）
世帯数　19,853世帯（－ 33 ）

交通事故（昨年同期）

　件　数　84件（ 105 件）
　死　者　　0人（     3 人） 
　負傷者 109人（ 140 人）

（2018年12月末現在）

　昭和47年、高松・宇
和島間の特急「しおか
ぜ」に使用された車両
の模型です。四国初の
特急列車として活躍
し、多くの人を魅了し
ました。
　大洲市立肱川風の博
物館・歌麿館で開催中
の記念展示で撮影しま
した。詳しくは、6－9ペ
ージに掲載しています。
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　大洲市では、平成30年中に取り壊された家屋な

ど（倉庫・車庫も含む）について、現地確認を行

っています。家屋などを取り壊された場合は、ご

連絡ください。

　特に、平成30年 7 月豪雨災害による「公費解体

制度」を利用しないで取り壊した場合や、家屋な

どが流失した場合は、お早めにご連絡ください。

　なお、この災害により滅失または損壊した家屋

に代わるものとして取得した家屋については、被

災代替家屋の特例を受け

られる場合がありますの

で、詳しくは、お問い合

わせください。

【問い合わせ先】
税務課固定資産税係　☎24－１7１１

　大洲市の各種団体などでつくる「肱川流域を守
る会」が、１2月25日㈫、肱川治水対策の要望書を
大洲市長および大洲市議会議長に提出しました。
住民および商工業、農林水産業、医療機関などが
安心して生活し、事業継続ができるために、肱川
流域のさらなる治水安全度の向上の早期実現を要
望しました。市内外から集まった2万9,9１4人分の賛
同署名も併せて提出しました。
　二宮市長は、「みなさんの要望を重く受け止める。
安心して暮らせるように、災害に強いまちづくり
を進めていきたい」と述べました。

　

大
洲
市
で
は
、
被
災
し
た
市
内
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

対
象
者
（
共
通
事
項
）　
　
　
　
　
　 

　

次
の
項
目
を
す
べ
て
満
た
す
人
を
対

象
と
し
ま
す
。

▽ 

大
洲
市
内
に
被
災
し
た
事
業
所
を
有

す
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

▽ 

被
災
後
も
引
き
続
き
市
内
で
事
業
を

営
む
人

▽
到
来
し
た
市
税
に
滞
納
が
な
い
人

 

大
洲
市
中
小
事
業
者
災
害
復
旧
利
子
補
給 

【
利
子
補
給
の
対
象
融
資
】

▽
愛
媛
県
災
害
関
連
対
策
資
金

▽
日
本
政
策
金
融
公
庫

（ 

災
害
復
旧
貸
付
・
平
成
30
年
7
月
豪

雨
特
別
貸
付
・
西
日
本
豪
雨
災
害
マ

ル
経
・
生
活
衛
生
改
善
貸
付
）

▽
商
工
組
合
中
央
金
庫
災
害
復
旧
資
金

【
利
子
補
給
の
額
】

年
利
１
・
36
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
の
額

【
利
子
補
給
対
象
融
資
額
】

合
計
融
資
額
３
０
０
０
万
円
ま
で

【
利
子
補
給
の
対
象
期
間
】

▽
運
転
資
金　

７
年
以
内

▽
設
備
資
金　

10
年
以
内

【
申
請
期
限
】　
３
月
29
日
㈮
ま
で

※ 

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
利
子
補
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

被
災
中
小
企
業
者
な
ど
へ
の
支
援
制
度

取り壊し家屋などについて安全な生活の早期実現を求めて

平成30年 ７ 月豪雨関連

 

大
洲
市
中
小
事
業
者
災
害
復
旧
支
援

事
業
補
助
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
本
復
旧
補
助
金
】

▽
対
象
経
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

被
災
し
た
施
設
や
設
備
の
修
繕
・
購

入
費

▽
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

※
１
事
業
者
に
対
し
上
限
１
０
０
万
円

【
仮
店
舗
補
助
金
】

▽
対
象
経
費

　

 
臨
時
的
に
業
務
を
再
開
す
る
仮
設
店

舗
な
ど
の
整
備
費

▽
補
助
率

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

※
１
事
業
者
に
対
し
上
限
50
万
円

【
申
請
期
限
】
２
月
15
日
㈮
ま
で

【
注
意
事
項
】

　

申
請
の
際
に
「
り
災
証
明
書
」、「
被

災
前
後
の
写
真
」、「
設
備
・
機
材
の
買

い
替
え
や
修
繕
に
要
し
た
費
用
の
請
求

書
、
領
収
書
」
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

２
月
28
日
㈭
ま
で
に
事
業
完
了
予
定

の
も
の
が
対
象
で
す
。

※ 

申
請
書
の
様
式
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
産
業
課　

☎
㉔
１
７
２
２
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家
屋
の
修
理
が
で
き
な
い
人
、

事
業
再
開
が
で
き
な
い
人
な
ど

大
変
な
ご
負
担
を
お
か
け
し
て

い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
築

き
あ
げ
ら
れ
た
大
切
な
財
産
を

一
瞬
の
う
ち
に
失
い
、
今
後
の
見

通
し
が
立
た
な
く
な
っ
た
み
な

さ
ま
の
辛
く
悲
し
い
気
持
ち
を

思
う
と
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

ま
た
国
や
県
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援

に
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

災
害
前
の
平
穏
な
姿
を
取
り

戻
す
た
め
に
は
、
長
い
道
の
り
と

な
り
ま
す
が
、
二
度
と
こ
の
よ
う

な
災
害
を
お
こ
さ
な
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
決
意

し
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
出
席
者
が
く
わ
入
れ
を
行

い
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
工
事
の
成
功
を
願
っ
て
、
大

洲
臥
龍
太
鼓
の
演
奏
で
式
典
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

　肱川緊急治水対策の着工式が、１2月１5日㈯、大洲市役所大ホールで開催さ
れました。まず、出席した全員で、平成30年 7 月豪雨で亡くなられた人のご
冥福を祈り、黙とうを捧げました。

　 １ 日も早く対策に取り組むことが至
上命題だということで進めてきました。
今回の豪雨災害で速やかにやらなけれ
ばならない事業などがあり、樹木撤去、
河床掘削について、緊急事業として責
任を持って取り組み、そして、国と連
携ししっかりとニーズに答えながら総
合的に取り組みたいと思います。

　犠牲となられた人への哀悼
の意と、いまなお、不自由な
生活を送られている人へお見
舞いのお言葉を申し上げ、１0
年以上の前倒しで工事を着工
し、治水の安全度を向上させ
ていきたいと思います。

国土交通省四国地方整備局

平井　秀
ひで

輝
き

 局長

愛媛県

中村　時
とき

広
ひろ

 知事

大洲市

二宮　隆隆
たか

久
ひさ

 市長

　このロゴマークには、甚大な被害（赤）
から復興し、清流肱川（青）の復活へ（つ
なぐ）」という思いが込められています。

肱川緊急治水対策
ロゴ（キャッチフレーズ）について

肱
川
緊
急
治
水
対
策

平成30年 ７ 月豪雨関連
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肱川緊急治水対策の実施内容

①緊急的対応 ②おおむね5年後
平成30年7月洪水を越水させない

③おおむね10年後
平成30年7月洪水と同規模を
安全に流下させる

河川（国・県） 下流河川（国・県）
▽激特事業による堤防整備

さらなる
河川整備など

山鳥坂ダム完成

▽予備費による樹木伐採、河道掘削
▽野村ダム下流などの土砂堆積部の河道掘削
▽暫定堤かさ上げ（+0.7m）

野村ダム
▽事前放流（600万m3を確保）
▽洪水貯留準備水位のさらなる低下※

野村ダム、鹿野川ダムの放流警報
▽新たな放流警報手法（試行開始）

▽激特事業による堤防整備、
暫定堤防のかさ上げなど

野村ダム下流など
▽河道掘削などの対策を実施※

激特事業による流下能力向上により
可能となるダム操作規則の変更

＜平成31年～＞

鹿野川ダム改造により増大した容量の有効活用
▽野村ダム操作規則変更※

▽鹿野川ダム操作規則変更※     ※詳細は検討中

可能となるダム操作規則の変更
▽野村ダム操作規則変更※

▽鹿野川ダム操作規則変更※

※詳細は検討中

暫定堤防（東大洲地区）整備イメージ

H.W.L. T.P.14.3m

のかさ上げ

H35
（2023年） D.H.W.L.（平成30年7月洪水) T.P.15.1m

2.9mかさ上げ

堤防天端高 T.P.15.8m

現況堤防

平成30年度
暫定かさ上げ

のかさ上げ
（完成堤防）

現在

H31
0.7mかさ上げ

T.P.12.9m

T.P.12.2m

①緊急的対応 ： 野村ダム・鹿
野川ダム操作規則変更（鹿野川
ダム改造後（H31～））

②おおむね５年後 ： 激特事業、野村
ダム・鹿野川ダム操作規則変更により、現況堤防 ダム 鹿野川ダム操作規則変更により、
平成３０年７月洪水による越水を防ぐ

激特事業で

てん  ば

③おおむね10年後　：　さらなる河川
整備など、山鳥坂ダム完成（H38）に
より、平成30年7月洪水と同規模洪水
を安全に流下可能

平成38年度
（2026年度）

肱川緊急治水対策の実施内容

①緊急的対応 ②おおむね5年後
平成30年7月洪水を越水させない

③おおむね10年後
平成30年7月洪水と同規模を
安全に流下させる

河川（国・県） 下流河川（国・県）
▽激特事業による堤防整備

さらなる
河川整備など

山鳥坂ダム完成
2026年度

▽予備費による樹木伐採、河道掘削
▽野村ダム下流などの土砂堆積部の河道掘削
▽暫定堤かさ上げ（+0.7m）

野村ダム
▽事前放流（600万m3を確保）
▽洪水貯留準備水位のさらなる低下※

野村ダム、鹿野川ダムの放流警報
▽新たな放流警報手法（試行開始）

▽激特事業による堤防整備、
暫定堤防のかさ上げなど

野村ダム下流など
▽河道掘削などの対策を実施※

激特事業による流下能力向上により
可能となるダム操作規則の変更

＜2019年～＞

鹿野川ダム改造により増大した容量の有効活用
▽野村ダム操作規則変更※

▽鹿野川ダム操作規則変更※     ※詳細は検討中

可能となるダム操作規則の変更
▽野村ダム操作規則変更※

▽鹿野川ダム操作規則変更※

※詳細は検討中

暫定堤防（東大洲地区）整備イメージ

暫定堤防嵩上げ区間 ＜イメージ＞

暫定高さまで
堤防整備済み

▽ 平成30年7月洪水水位

HWL TP14.3m

激特事業で
のかさ上げ

H35

DHWL（平成30年7月洪水) TP15.1m
2.9mかさ上げ

堤防天端高 TP15.8m

▽ 平成30年7月洪水水位

かさ上げ 現況堤防

平成30年度
暫定かさ上げ

のかさ上げ
（完成堤防）

現在

H31
0.7mかさ上げ

TP12.9m

TP12.2m

①緊急的対応 ： 野村ダム・鹿
野川ダム操作規則変更（鹿野川
ダム改造後（H31～））

②おおむね５年後 ： 激特事業、野村
ダム・鹿野川ダム操作規則変更により、現況堤防

③おおむね10年後 ： さらなる河川整備など、山鳥坂ダム完
成（H38）により、平成30年7月洪水と同規模洪水を安全に流下
可能

ダム 鹿野川ダム操作規則変更により、
平成３０年７月洪水による越水を防ぐ

【問い合わせ先】　国土交通省 四国地方整備局 大洲河川国道事務所　☎24－5１85

▽被 災 水 位（D.H.W.L.）：被災した最高水位
▽計画高水位（H.W.L.）：計画（高水）流量が河道を流れる時の水位
▽東京湾平均海面（T.P.）：日本の標高の基準面（東京湾の平均海面）からの高さ

暫定堤防かさ上げ区間 ＜イメージ＞
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